
����������
����������
����������
����������

2007年６月１日（毎月1回1日発行） 第453号 （１） 一人は万人のために 万人は一人のために 

利根保健生協 

♦出資金一世帯平均で全国目標の 
　５万円達成をめざしましょう 

理事28名　監事3名　総代205名　班長1340名　保健委員1723名 
くらしの相談員126名　ホームヘルパー2級144名　3級40名 

２００７年４月現勢 

生協組合員  
出 資 金 額  
平均出資金額 

26,024世帯 
1,150,154,000円 

44,195円 

・・・・・・・・・・ 
・・・・ 
・・・・・・・・・・・・ 

利根保健生活協同組合 
発行人　都 築　 靖　　発行部数　22,200 
編　集　「利根の保健」編集委員会 

事業所 

片品村鎌田 

〒３７８-００５３  沼田市東原新町１８５５番地の１ 
☎0278（22）4321　　FAX（22）4393
利 根 中 央 病 院  
利 根 歯 科 診 療 所  
老 人 保 健 施 設 と ね  
とね訪問看護ステーション 
片 品 診 療 所  

☎（22）4321 
☎（24）9418 
☎（22）8855 
☎（23）3706 
☎（58）3910

印　刷　有限会社 コトブキ印刷 
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金
井
理
事
長
は
「
医
療
、
福
祉

な
ど
全
て
の
分
野
で
厳
し
い
情
勢

だ
が
、
こ
れ
ら
を
充
分
に
認
識
し

な
が
ら
長
年
の
念
願
で
あ
る
新
病

院
建
設
を
組
合
員
、
役
職
員
が
力

を
合
わ
せ
実
現
さ
せ
て
い
き
た

い
。
こ
れ
と
と
も
に
、
く
ら
し
と

健
康
、
平
和
を
守
る
活
動
も
一
層

頑
張
っ
て
い
こ
う
」
と
挨
拶
。
来

賓
の
群
馬
県
総
務
局
県
民
セ
ン
タ

ー
消
費
者
行
政
グ
ル
ー
プ
中
嶋
稔

係
長
、
群
馬
県
生
活
協
同
組
合
連

合
会
峰
岸
通
会
長
理
事
か
ら
激
励

の
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。 

高齢者の転倒は、骨折、寝たきりの原因になりがちです。まずは転ばないための環境と足腰などのからだづくりを。 

　
第
３１
回
通
常
総
代
会
が
5
月
２５
日
（金
）、
利
根
沼
田
文
化
会
館
で
、
飯
田
武
一
、

金
子
幸
子
両
総
代
の
議
長
の
も
と
開
か
れ
ま
し
た
。
総
代
2
0
1
人
（内
委
任
状
５５
人
）、

理
事
・
正
副
支
部
長
な
ど
役
員
３３
人
が
参
加
し
て
、
全
体
会
、
分
散
会
の
討
議
を
経
て
、

前
年
度
活
動
の
ま
と
め
と
新
年
度
方
針
を
決
定
。
ま
た
、
理
事
・
監
事
の
選
挙
が
お

こ
な
わ
れ
、
向
こ
う
2
年
間
の
新
役
員
体
制
が
確
立
し
ま
し
た
。「
新
病
院
建
設
に
向

け
て
増
資
活
動
や
健
康
づ
く
り
班
会
を
大
き
く
広
げ
る
」
「
平
和
憲
法
を
守
り
、
社

会
保
障
の
改
悪
を
や
め
さ
せ
る
」
2
つ
の
特
別
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。 

増
資
、健
康
づ
く
り
に
集
中 

早
期
着
工
へ
熱
い
期
待 

第31回通常総代会 

全組合員の知恵と力を大きく寄せ合って、いつで
もだれでも安心して利用できる「新病院」建設を
すすめよう 

働き盛りをおびやかすガン、循環器・糖尿・肥満
など生活習慣病の予防、健診、健康づくりを大き
く広げよう 

医師・看護師など医療体制充実と安心の医療経営
ができる診療報酬の引き上げ運動を強力に推進し
よう 

高齢者などに負担が重い「医療改革」、消費税増税
をくい止め、安心して生きられる社会を築きあげ
よう 

憲法施行60年、みんなで憲法9条・25条を学び
合い、戦争や核のない世界をつくる運動をすすめ
よう 

ＷＨＯ世界保健デー・ウォークイベント、ユニセ
フ募金などにすすんで参加し、国際連帯の輪を広
げよう 

２００７年度スローガン 
 1 

 
 

2 
 
 

3 
 
 

4 
 
 

5 
 
 

6

ガ
ン
対
策
・
健
診 

班
会
な
ど
交
流 

前
進
へ
の
努
力
讃
え 

　
活
動
の
ま
と
め
と
新
年
度
方
針

の
提
案
を
受
け
て
、
午
後
の
分
散

会
は
７
会
場
で
活
発
な
話
し
合
い

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
分
散
会
で
は
、
新
病
院
建
設
に

向
け
て
の
準
備
状
況
な
ど
の
報
告

が
さ
れ
、
組
合
員
か
ら
は
早
期
着

工
を
望
む
数
多
く
の
発
言
が
出
さ

れ
ま
し
た
。 

　
組
織
活
動
で
は
、
病
院
建
設
成

功
に
向
け
た
増
資
活
動
で
、
出
資

世
帯
が
40
％
を
超
え
た
川
場
、沼

田
南
、
月
夜
野
東
支
部
等
の
頑
張

っ
た
取
り
組
み
、
職
員
と
共
同
し

た
訪
問
活
動
の
経
験
。
健
康
づ
く

り
活
動
で
は
、
好
評
な
「
セ
ラ
バ

ン
ド
体
操
」
や
、
新
し
く
始
ま
っ

た
「
転
倒
予
防
体
操
」、
ボ
ケ
予

防
の
「
記
憶
力
増
進
」
の
班
会
な

ど
各
支
部
・
班
の
経
験
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
玄
関
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
は
感
謝
、
評
価
す

る
言
葉
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。 

　
医
療
活
動
で
は
、
休
日
・
夜
間

の
救
急
医
療
で
病
院
が
果
た
し
て

い
る
役
割
の
評
価
や
、
予
約
患
者

優
先
の
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
に
よ
る
予

約
外
患
者
の
待
ち
時
間
の
改
善
、

「
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」
指

定
取
得
の
意
義
、08
年
度
か
ら
始

ま
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
対
応
を
中
心
と
し
た
「
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
」
へ
の
質
問

な
ど
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
生
協
の
表
彰
規
定
に
基
づ
き
２

つ
の
優
秀
活
動
班
、
昨
年
の
生
協

強
化
月
間
で
奮
闘
し
た
延
べ
９
支

部
、
永
年
勤
続
職
員
32
人
の
表

彰
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
（
カ

ッ
コ
内
は
代
表
者
　
敬
称
略
） 

  

班 

表 

彰 

【
表
彰
基
準
２
】 

片
　
品
　
　
菅
沼
班
（大
竹
敏
彦
） 

【
表
彰
基
準
５
】 

沼
田
中
西
倉
内
８
班
（坂
大
徳
江
） 

  

生
協
強
化
月
間
優
秀
活
動
支
部 

【
増
資
活
動
】
（
５
支
部
） 

沼
田
南
　
　
　
（
馬
場
半
次
郎
） 

川
　
田
　
　
　
（
吉
田
　
宇
太
） 

川
　
場
　
　
　
（
吉
野
　
長
治
） 

月
夜
野
東
　
　
（
小
林
　
一
義
） 

高
　
山
　
　
　
（
佐
藤
　
伸
吉
） 

【
組
合
員
ふ
や
し
】
（
３
支
部
） 

薄
　
根
　
　
　
（
久
枝
　
　
允
） 

川
　
場
　
　
　
（
吉
野
　
長
治
） 

高
　
山
　
　
　
（
佐
藤
　
伸
吉
） 

【
班
会
開
催
】
（
４
支
部
） 

沼
田
北
　
　
　
（
角
田
　
正
男
） 

薄
　
根
　
　
　
（
久
枝
　
　
允
） 

利
根
南
　
　
　
（
　
　
　
　
　
） 

水
　
上
　
　
　
（
阿
部
　
　
功
） 

  
永
年
勤
続
職
員 

30
年
（
３
人
）
高
井
都
子
、
廣
田

暁
美
、
長
坂
一
三 

20
年
（
10
人
）
阿
部
美
夏
、
稲

垣
圭
子
、
大
河
原
あ
つ
子
、
斉
木

い
く
み
、
相
良
真
奈
美
、
鈴
木
栄

子
、
武
井
み
ゆ
き
、
徳
江
和
枝
、

山
田
晃
章
、
若
月
文
江 

10
年
（
19
人
）
岩
本
尚
美
、
大

塚
友
美
、
小
野
真
努
加
、
河
井
美

穂
、
関
原
正
夫
、
高
井
一
茂
、
高

木
ゆ
か
り
、
高
柳
か
ず
さ
、
土
澤

洋
子
、
戸
丸
悟
志
、
林
貴
幸
、
林

頼
子
、
原
田
孝
、
星
野
雅
子
、
星

野
志
知
、
本
多
拓
晶
、
牧
由
佳
、

宮
前
香
子
、
和
田
亜
由
美 

　
「
も
し
も
９
条
を
変

え
ら
れ
た
ら
、
一
切
が

お
先
は
真
っ
暗
だ
よ
」

80
過
ぎ
の
戦
争
体
験
者

が
ポ
ツ
リ
と
い
い
ま
し
た
▼
「
任

期
中
に
憲
法
改
定
を
す
る
。
そ
れ

を
参
院
選
の
争
点
に
」
の
首
相
発

言
ど
お
り
、
最
高
法
規
の
改
憲
手

続
き
の
国
民
投
票
法
案
を
、
納
得

の
い
か
な
い
ま
ま
強
行
成
立
さ
せ

た
た
め
、
世
論
も
危
機
感
を
つ
の

ら
せ
ま
し
た
▼
し
か
も
参
院
選
後

か
ら
、
さ
っ
そ
く
衆
参
両
院
の
憲

法
審
議
会
で
条
文
検
討
に
入
り
、

最
短
で
４
、
５
年
後
に
は
改
憲
を

実
現
さ
せ
る
構
え
と
い
う
か
ら
重

大
で
す
。
本
来
「
国
務
大
臣
、
国

会
議
員
、
裁
判
官
そ
の
他
の
公
務

員
は
、
こ
の
憲
法
を
尊
重
し
擁
護

す
る
義
務
」
が
あ
り
ま
す
（第
99

条
）▼
60
年
ま
え
文
部
省
発
行
の

教
科
書
『
あ
た
ら
し
い
憲
法
の
は

な
し
』
に
は
「
こ
ん
ど
の
憲
法
で

は
、
日
本
の
国
が
、
け
し
て
二
度

と
戦
争
を
し
な
い
よ
う
に
、
二
つ

の
こ
と
を
き
め
ま
し
た
。
そ
の
一

つ
は
、
兵
隊
も
軍
艦
も
飛
行
機

も
、
お
よ
そ
戦
争
を
す
る
た
め
の

も
の
は
、
い
っ
さ
い
も
た
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
は
、

よ
そ
の
国
と
争
い
ご
と
が
お
こ
っ

た
と
き
、
け
っ
し
て
戦
争
に
よ
っ

て
、
相
手
を
ま
か
し
て
、
じ
ぶ
ん

の
い
い
ぶ
ん
を
と
お
そ
う
と
し
な

い
と
い
う
こ
と
を
き
め
た
の
で

す
。」
と
第
９
条
を
説
明
し
ま
し

た
▼
し
か
し
こ
の
本
は
、
わ
ず
か

数
年
で
使
用
中
止
に
な
り
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
の
「
押
し
付
け
」

で
現
自
衛
隊
の
前
身
部
隊
を
、
早

く
も
作
り
始
め
た
た
め
で
す
▼
６

月
15
日
上
映
の
憲
法
誕
生
を
描

い
た
ド
ラ
マ
『
日
本
の
青
空
』
を

見
て
、
み
ん
な
で
平
和
を
守
る
力

を
結
集
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
（
木
） 

あぜ道 あぜ道 

表彰 

201人（内委任55）の参加で開かれた総代会 

分散会での熱心な討議 表彰された代表者の皆さん 



 

 転倒の原因となりやすい、足元のチラシやレジ袋などを片付け、電気コードのつまづきにも注意しましょう。 

2007年６月１日（毎月1回1日発行） 第453号　（２） 利 根 の 保 健  

生 協 の 資 産  

◎ 資 産 の 部  ◎ 収 入 の 部  

◎ 支 出 の 部  

◎負債及び資本の部 

（2007.3.31現在） 
2006年度決算 2007年度予算 

流 動 資 産  

固 定 資 産  

合 計 

 

 

 

 

 

流 動 負 債 

固 定 負 債  

出 資 金  

積立準備金 

当期剰余金  

合 計 

医 療 収 入 

事業外収入 

合 計 

 

薬品・材料費 

人 件 費 

物 件 費 

減価償却費 

支払消費税 

事業外支出 

特別損失ほか 

法人税等充当金 

合  計 

差引当期剰余金 

１,８４１,１７２ 

３,５１６,２１１ 

５,３５７,３８３ 

 

 

 

 

 

１,４１７,０７０ 

２,１３５,６４３ 

１,１４８,５２６ 

６５４,１５２ 

１,９９２ 

５,３５７,３８３ 

７,４９３,４７６ 

４７,３３６ 

７,５４０,８１２ 

 

２４２３９１９ 

４,２０７,９０２ 

４２３,５４０ 

２５７,９０５ 

１４２,６６５ 

２８,６５１ 

６,９４８ 

４７,２９０ 

７,５３８,８２０ 

１,９９２ 

７,７５２,３２８ 

１２,２３０ 

７,７９４,５５８ 

 

２,４６８,０８５ 

４,３２３,７００ 

４２５,３５６ 

２５８,８７６ 

１４８,５０９ 

２５,６８０ 

０ 

１００,０６０ 

７,７５０,２６６ 

４４,２９２ 

（単位千円） 

　
新
病
院
建
設
用
地
の
確
保
が
さ

れ
、
建
設
に
向
け
て
の
準
備
を
す

す
め
て
来
た
一
年
で
し
た
。 

　
経
営
面
で
は
職
員
の
懸
命
な
努

力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
続
す

る
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定

の
中
で
、
収
入
が
前
年
を
下
回

り
、非
常
に
厳
し
い
経
営
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

表
の
よ
う
に
か
ろ
う
じ
て
収
支

を
償
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
今
年
度
は
い
よ
い
よ
新
病
院

建
設
に
具
体
的
に
着
手
し
ま

す
。
入
院
を
中
心
と
し
た
療
養

環
境
の
改
善
で
す
が
、
地
域
の

く
ら
し
づ
く
り
と
健
康
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
い
き
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
待
ち
時
間
の
一

層
の
改
善
で
か
か
り
易
さ
の
追

求
、
看
護
師
の
増
員
で
看
護
基

準
の
改
善
を
は
か
り
、
介
護
事

業
で
の
利
用
率
向
上
な
ど
で
、

全
て
の
事
業
所
で
収
入
増
を
は

か
り
黒
字
を
確
保
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。 

　
い
ま
、
医
療
を
は
じ
め
と
し
た

社
会
保
障
全
般
の
削
減
が
急
速
に

す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
生
協
の
目
的
は
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
で
す
。
そ
の

た
め
に
社
会
保
障
の
充
実
を
め
ざ

す
と
と
も
に
、
新
病
院
建
設
を
成

功
さ
せ
る
た
め
、
組
合
員
の
協
力

を
も
と
に
総
力
を
上
げ
、
出
資
増

強
と
健
全
経
営
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
重
点
課
題
で
す
。 

〈
沼
田
東
支
部
〉 

飯
島
　
千
明 

〈
利
南
支
部
〉 

鈴
木
　
恒
治 

〈
薄
根
支
部
〉 

武
井
　
宏
之 

〈
川
場
支
部
〉 

宮
内
　
　
誠 

〈
昭
和
南
支
部
〉 

生
方
　
勝
雄 

〈
高
山
支
部
〉 

松
井
　
亀
夫 

〈
吾
妻
町
〉 

片
貝
　 

邦
芳 

よ
う 

 

こ
そ 

4
月
の 

新
加
入
者 

新
し
い
仲
間 

▼
四
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
二
三
人
で
し
た
。（
敬
称
略
） 

増
資
者
一
覧 

4
月
分 

▼
毎
月
一
万
単
位
に
到
達
し
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す 

〈
沼
田
東
支
部
〉 

　（
1170
口
以
上
） 

大
島
　
昭
治 

　（
1000
口
以
上
） 

入
沢
　
又
一 

　（
80
口
以
上
） 

真
船
　
静
江 

　（
50
口
以
上
） 

武
井
　
光
次 

〈
沼
田
中
支
部
〉 

　（
50
口
以
上
） 

阿
部
　
君
子 

　（
30
口
以
上
） 

望
田
　
昭
一 

〈
沼
田
西
支
部
〉 

　（
80
口
以
上
） 

南
雲
　
百
枝 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

　（
50
口
以
上
） 

小
林
　
常
治 

〈
利
南
支
部
〉 

　（
330
口
以
上
） 

増
田
　
安
男 

　（
110
口
以
上
） 

角
屋
　
浩
司 

　（
50
口
以
上
） 

井
口
　
　
豊 

〈
池
田
支
部
〉 

　（
50
口
以
上
） 

高
柳
林
次
郎 

〈
薄
根
支
部
〉 

　（
120
口
以
上
） 

星
野
　
　
博 

　（
110
口
以
上
） 

本
多
　
三
郎 

〈
川
田
支
部
〉 

　（
110
口
以
上
） 

大
竹
　
　
正 

〈
白
沢
支
部
〉 

　（
50
口
以
上
） 

鶴
渕
　
恒
雄 

　（
40
口
以
上
） 

金
子
　
秀
子 

　（
30
口
以
上
） 

小
野
　
　
裕 

〈
利
根
北
支
部
〉 

　（
1750
口
以
上
） 

青
木
　
三
郎 

　（
1160
口
以
上
） 

小
菅
　
　
義 

　（
90
口
以
上
） 

千
明
　
利
久 

〈
片
品
支
部
〉 

　（
1740
口
以
上
） 

原
沢
　
粂
夫 

〈
川
場
支
部
〉 

　（
80
口
以
上
） 

宮
内
　
　
誠 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

　（
340
口
以
上
） 

尾
崎
　
孝
男 

　（
90
口
以
上
） 

今
井
　
宗
平 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

　（
1570
口
以
上
） 

高
橋
　
道
直 

　（
450
口
以
上
） 

若
桑
　
静
司 

　（
110
口
以
上
） 

高
橋
　
良
助 

　（
80
口
以
上
） 

杉
木
　
利
三 

　（
50
口
以
上
） 

竹
内
　
弥
生 

　（
20
口
以
上
） 

高
橋
　
　
勝 

〈
水
上
支
部
〉 

　（
200
口
以
上
） 

武
田
　
芳
治 

　（
160
口
以
上
） 

高
柳
　
初
雄 

　（
130
口
以
上
） 

須
藤
　
　
晃 

〈
新
治
支
部
〉 

　（
1970
口
以
上
） 

田
村
　
久
雄 

　（
920
口
以
上
） 

阿
部
　
由
子 

　（
620
口
以
上
） 

林
　
　
利
雄 

　（
220
口
以
上
） 

入
部
　
　
武 

　（
40
口
以
上
） 

岡
村
　
豊
八 

〈
昭
和
南
支
部
〉 

　（
2340
口
以
上
） 

堤
　
　
み
ゑ 

　（
140
口
以
上
） 

諸
田
　
甲
二 

▼
四
月
の
増
資
は
五
六
五
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た

　
四
一
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。 （
敬
称
略
） 

く
ら
し
づ
く
り 

  

健
康
づ
く
り
の
拠
点
に 

経営報告経営報告 経営報告 理
事
長
　
都
築
　
　
靖（
病
院
長
） 

専
　
務
　
千
木
良
敏
雄（
全
域
） 

常
　
務
　
関
　
　
孝
之（
病
院
事
務
長
） 

理
　
事
　
長
坂
　
一
三（
病
院
副
院
長
） 

　
〃
　
　
原
田
　
富
夫（
歯
科
診
所
長
） 

　
〃
　
○
金
子
れ
い
子
（看
護
部
長
） 

　
〃
　
　
佐
藤
　
長
次（
沼
田
東
） 

　
〃
　
　
牧
野
田
俊
男（
沼
田
東
） 

　
〃
　
　
綿
貫
　
藤
江（
沼
田
中
） 

　
〃
　
○
割
田
征
二
郎（
沼
田
西
） 

　
〃
　
○
飯
田
　
武
一
（沼
田
南
） 

　
〃
　
　
角
田
　
正
男（
沼
田
北
） 

　
〃
　
　
織
田
澤
澄
世（
利
南
） 

　
〃
　
　
高
橋
　
勇
作（
池
田
） 

　
〃
　
○
久
枝
　
　
允（
薄
根
） 

理
　
事
　
吉
田
　
宇
太（
川
田
） 

理
　
事
　
小
林
　
喜
市（
利
根
北
） 

　
〃
　
　
大
竹
　
敏
彦（
片
品
） 

　
〃
　
　
星
野
　
宏
次（
川
場
） 

　
〃
　
　
山
田
　
忠
夫（
月
夜
野
東
） 

　
〃
　
　
高
橋
　
ミ
ネ（
月
夜
野
東
） 

　
〃
　
　
林
郁
　
　
次（
月
夜
野
西
） 

　
〃
　
　
生
方
　
鉄
二（
水
上
） 

　
〃
　
　
阿
部
　
由
子（
新
治
） 

　
〃
　
　
杉
木
　
哲
二（
昭
和
東
） 

　
〃
　
○
諸
田
　
邦
男（
昭
和
南
） 

　
〃
　
○
佐
藤
　
伸
吉（
高
山
） 

監
　
事
　
石
倉
　
恒
治（
沼
田
北
） 

　
〃
　
　
真
庭
　
一
男（
月
夜
野
東
） 

　
〃
　
○
田
村
　
照
代（
新
治
） 

新
理
事
会
体
制 

理
事
27
人 

監
事
３
人 

（
常
勤
部
以
下
選
出
支
部
順
、○
印
は
新
任
、敬
称
略
） 

総
代
会
で
選
出
さ
れ
た
役
員
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。 

���
���
���
���
���
���
���
���

医
療
を
め
ぐ
る
環
境
は
厳
し
い
が
、

役
職
員
団
結
し
、
微
力
で
す
が
そ

の
一
員
と
し
て
頑
張
り
た
い
。 

病
院
建
て
替
え
の
成
功
と
、
地
域

か
ら
選
ば
れ
る
病
院
を
め
ざ
し
、

み
な
さ
ん
と
と
も
に
す
す
め
た
い
。 

医
療
福
祉
の
充
実
が
強
く
要
望
さ

れ
る
昨
今
、
生
協
の
役
割
は
大
き

い
な
か
認
識
を
新
た
に
務
め
た
い
。 

組
合
員
が
保
健
生
協
を
安
全
安
心

に
活
用
で
き
る
よ
う
、
生
協
職
員

の
働
く
環
境
改
善
に
努
め
た
い
。 

支
部
や
班
の
活
性
化
と
、
み
ん
な

か
ら
頼
ら
れ
る
病
院
づ
く
り
に
組

合
員
と
と
も
に
頑
張
り
た
い
。 

生
協
運
動
の
原
点
か
ら
学
び
、
生

協
、
支
部
、
班
活
動
の
中
で
実
践

し
な
が
ら
活
発
化
し
て
い
き
た
い
。 

　
今
回
の
総
代
会
で
、
理
事
６
人
、

監
事
１
人
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
と
に
金
井
和
夫
理
事
長
は
、

診
療
所
時
代
か
ら
約
半
世
紀
、
経

営
管
理
の
責
任
者
と
し
て
生
協
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

木
村
朝
次
郎
副
理
事
長
は
、
病
院

化
以
来
45
年
間
組
織
関
係
を
中

心
に
職
員
・
役
員
と
し
て
勤
務
さ

れ
ま
し
た
。 

　
尚
、
金
井
、
木
村
両
氏
は
顧
問

と
し
て
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。 

　
非
常
勤
理
事
で
は
、
堤
み
ゑ
氏 

（
12
年
）小
林
ト
シ
子
氏
（８
年
）

g
原
光
子
氏
（４
年
）星
野
博
氏
（２

年
）、
監
事
の
高
山
郁
三
氏
（２
年
）

以
上
の
方
々
が
そ
の
任
を
全
う
さ

れ
ま
し
た
。
（写
真
左
） 

　
引
き
続
い
て
、
当
面
の
課
題
で

あ
る
新
病
院
づ
く
り
の
成
功
と
健

康
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
ご
尽
力

を
お
願
い
し
ま
す
。  

　
５
月
５
日
、
病
気
の
た
め
74

才
で
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
９
日

に
、
約
二
百
人
が
参
加
し
、
お
別

れ
の
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
先
生
は
、昭
和
49
年
、利
根
中

央
病
院
精
神
神
経
科
の
医
長
と
し

て
着
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
を
期
に
当
地
に
初
め
て
、

32
床
の
精
神
科
病
床
が
設
置
さ

れ
、
本
格
的
に
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。 

　
さ
ら
に
先
生
は
日
常
診
療
す
る

か
た
わ
ら
、
こ
の
年
、
全
国
に
先

駆
け
て
開
講
し
た
「生
協
保
健
大

学
」
の
「
こ
こ
ろ
の
健
康
ー
精
神

病
は
な
お
せ
る
」の
講
義
を
は
じ

め
、
健
康
班
会
、
講
演
会
な
ど
に

気
軽
に
出
か
け
て
、
精
神
疾
患
に

対
し
て
、
一
般
の
病
気
同
様
「
な

お
る
病
気
」
と
い
う
理
解
を
大
き

く
広
げ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
保
健
所
、
市
町
村
と
も

連
携
し
て
地
域
精
神
衛
生
の
改
善

に
精
力
的
に
行
動
し
、
広
く
住
民

の
健
康
を
守
る
課
題
に
力
を
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。 

平
和
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
憲
法
改
悪

を
ゆ
る
さ
ず
。
平
和
と
健
康
を
考

え
、
行
動
を
し
て
い
き
た
い
。 

���������������������������������������
國
友
貞
夫
先
生 

地
域
精
神
医
療
に
貢
献 

飯田武一 金子れい子 佐藤伸吉 

久枝　允 諸田邦男 割田征二郎 田村照代 

たけ かず 

まこと せい  じ  ろう 

新
任
役
員

新
任
役
員「
ひ
と
こ
と
」

「
ひ
と
こ
と
」 

新
任
役
員「
ひ
と
こ
と
」 50音順 
敬称略 

理事・監事７人が退任 
ご苦労さまでした 

毎
月
、保
険
証
の 

　
　
　
　
ご
提
示
を 

　
窓
口
で
は
、保
険
証
、組
合
員
証

を
確
認
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

　
保
険
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

す
ぐ
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

2008年度職員募集 
　利根保健生協では2008年4月1日採用予定職員を次の通
り募集します。生協活動、組合員とともにつくる医療活動
に意欲ある人を求めます。応募者は総務課人事係まで履歴書・
卒業見込み書・成績証明書を送付下さい。 

1. 募集職種、採用予定人員、応募資格 
①看護師（助産師、保健師含む）………10名　新卒・既卒可 
②理学・作業療法士……………………若干名　新卒・既卒可 
③その他の医療技術職（薬剤師、臨床工学技士等）の詳細は総
務課人事係にお問い合わせ下さい。 
④事務員…………………………………若干名（2008年3月4年制
大学卒業見込みの者及び既卒者で28歳未満の者。） 

業務内容：医療事務、本部事務（総務、経理、資材）、生協組織
担当及びＭＳＷ（医療ソーシャルワーカー）等。 

2. 採用試験 
○実施時期 
　事務員：第一次試験→7月末を予定　応募締め切り6月末日。 
　医療技術者：8月を予定、詳細は各人に追って通知します。 
○試験内容（各職種共通） 
　学科試験、小論文、面接、健康診断 



「大腰筋」を鍛えることが転倒を防ぐカギ。その場足踏みや太ももを上げて２～３秒キープなどのエクササイズが効果的です。 

2007年６月１日（毎月1回1日発行） 第453号 （３） 一人は万人のために 万人は一人のために 

　
２
０
０
６
年
度
は
、
重
点
課
題

で
あ
る
「
新
病
院
建
設
」
に
向
け

出
資
金
増
強
を
中
心
に
、
組
織
強

化
四
課
題
の
目
標
達
成
を
め
ざ
し

と
り
く
ん
で
き
ま
し
た
。
特
に
出

資
増
強
は
、
全
支
部
が
出
資
世
帯

割
合
で
前
年
を
上
回
り
全
体
で

25
・
１
％
。
金
額
も
八
、八
〇
五

万
円
の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
新
年
度
は
病
院
建
設
を
成
功
さ

せ
る
た
め
、
新
理
事
会
体
制
の
も

と
で
全
て
の
支
部
で
、
組
織
強
化

四
課
題
の
目
標
達
成
を
め
ざ
し
ま

す
。
班
会
を
通
じ
て
「セ
ラ
バ
ン

ド
体
操
」や「
転
倒
予
防
体
操
」

の
普
及
、
「
歯
の
保
健
大
学
」
の

開
校
な
ど
健
康
づ
く
り
の
充
実
を

は
か
り
ま
す
。 

   

　
06
年
度
の
新
加
入
者
は
四
七

二
世
帯
。
世
代
交
代
や
区
域
外
転

出
等
の
脱
退
者
を
差
引
い
た
純
増

は
一
一
一
世
帯
で
、
組
合
員
総
数

は
二
万
五
、九
九
五
世
帯
。
21
支

部
で
の
生
協
加
入
率
は
66
・
５

％
で
し
た
。
新
年
度
の
目
標
は
五

百
世
帯
、
純
増
は
二
百
世
帯
を
め

ざ
し
ま
す
。
加
入
パ
ン
フ
を
作
成

し
、
若
い
世
帯
や
患
者
・
利
用
者

へ
の
加
入
の
訴
え
を
強
め
ま
す
。 

   

　
念
願
の
新
病
院
建
設
の
自
己
資

金
確
保
に
向
け
、
生
協
強
化
月
間

を
中
心
に
各
支
部
の
奮
闘
の
結

果
、
出
資
金
額
は
八
、八
〇
五
万

円
、
純
増
五
、四
七
三
万
円
で
し

た
。
こ
の
結
果
、
出
資
金
総
額
は

十
一
億
四
、八
五
二
万
円
、
平
均

出
資
額
は
四
万
四
、八
五
二
円
と

な
り
ま
し
た
。
実
出
資
者
は
前
年

よ
り
一
、一
八
七
人
多
い
六
、〇
四

〇
人
で
、
出
資
世
帯
割
合
は
全
体

で
25
・
１
％
。
全
支
部
が
前
年

実
績
を
上
回
り
、
沼
田
南
、
川

場
、
月
夜
野
東
の
３
支
部
は
40

％
を
超
え
、
川
田
、
高
山
の
２
支

部
が
30
％
以
上
で
し
た
。 

　
新
年
度
は
、
新
病
院
建
設
成
功

に
向
け
増
資
目
標
を
１
億
円
と
し

ま
す
。
目
標
達
成
の
た
め
全
て
の

支
部
で
出
資
協
力
世
帯
30
％
以

上
を
め
ざ
し
ま
す
。
年
間
を
通
し

て
の
活
動
と
な
る
「
積
立
増
資
」

や
「増
資
缶
」
の
目
標
は
支
部
役

員
数
以
上
と
し
ま
す
。
「
生
協
強

化
月
間
」
を
10
、
11
月
に
と
り

く
み
ま
す
。 

   

　
班
会
は
目
標
一
、〇
〇
〇
回
に

対
し
、
延
べ
八
二
二
回
開
催
。
班

会
開
催
率
は
、
前
年
よ
り
３
班
多

い
二
三
三
班
で
17
・
５
％
で
し
た
。 

　
健
康
づ
く
り
で
は
、「
セ
ラ
バ

ン
ド
体
操
」
と
と
も
に
新
た
に
「転

倒
予
防
体
操
」、
脳
を
生
き
生
き

さ
せ
ボ
ケ
予
防
の
「
記
憶
力
増

進
」
班
会
が
広
が
り
ま
し
た
。
「歯

の
健
康
」
は
、
歯
磨
き
推
進
委
員

を
中
心
に
、班
会
で
の
活
動
の
場

づ
く
り
が
進
み
ま
し
た
。 

　
新
年
度
は
班
会
開
催
一
、〇
〇

〇
回
、
指
標
班
一
二
〇
班
を
目
標

に
と
り
く
み
ま
す
。
班
独
自
の
班

会
は
も
ち
ろ
ん
、
支
部
・
ブ
ロ
ッ

ク
等
の
開
催
を
す
す
め
参
加
者
の

幅
を
広
げ
ま
す
。
趣
味
の
会
や
サ

ー
ク
ル
等
と
の
連
携
を
強
め
健
康

づ
く
り
の
普
及
を
進
め
ま
す
。独

居
高
齢
者
世
帯
が
増
え
て
い
ま

す
。
高
齢
者
が
気
軽
に
集
ま
れ
る

班
会
も
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

６
、
７
月
に
「
班
づ
く
り
班
会
開

催
月
間
」を
と
り
く
み
ま
す
。 

   

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
は
延
べ
八
、七

〇
三
人
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

内
、
便
潜
血
大
腸
が
ん
チ
ェ
ッ
ク

は
五
七
九
人
で
、
陽
性
者
35
人

中
精
検
来
院
は
８
人
で
し
た
。
実

施
者
の
普
及
と
あ
わ
せ
、
陽
性
者

の
精
密
検
査
の
受
診
を
強
め
る
対

策
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
第
６
回
24
時
間
蓄
尿
塩
分
測

定
の
平
均
塩
分
摂
取
量
は
、
前
年

よ
り
も
０
・
19
ｇ
減
っ
て
10
・
16
ｇ

と
年
々
改
善
が
進
み
９
ｇ
台
が
目

前
と
な
り
ま
し
た
。 

　
「ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェッ
ク
」は「
Ｗ

Ｈ
Ｏ
世
界
保
健
デ
ー
」を
中
心
に
、

沼
田
東
、
沼
田
中
、
沼
田
南
、
片

品
、
新
治
、
昭
和
東
・
南
の
各
支

部
で
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

　
新
年
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
は
、

一
万
二
千
人
を
め
ざ
し
ま
す
。

自
治
体
健
診
が
08
年
度
か
ら
肥

満
や
糖
尿
病
予
防
を
中
心
に
し

た
「特
定
検
診（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
対
策
）

と
な
り
、
が
ん
検
診
等
の
実
施
は

自
治
体
の
判
断
と
な
り
ま
す
。
今

の
う
ち
か
ら
対
策
、
特
に
死
亡
率

の
高
い
ガ
ン
検
診
の
働
き
か
け
を

強
め
ま
す
。
第
７
回
24
時
間
蓄

尿
塩
分
測
定
を
と
り
く
み
ま
す
。 

  

　
医
療
部
会
の
通
信
教
育
は
生
協

で
２
２
３
人
、
組
合
員
は
63
人

受
講
し
ま
し
た
。
水
上
や
高
山
支

部
で
の
修
了
に
向
け
た
支
部
で
の

学
習
は
、
そ
の
後
の
支
部
活
動
の

前
進
に
活
か
さ
れ
ま
し
た
。 

　
健
康
づ
く
り
の
講
師
養
成
は
、

中
央
保
健
連
絡
会
を
中
心
に
、
セ

ラ
バ
ン
ド
や
転
倒
予
防
体
操
の
講

習
を
お
こ
な
い
、
そ
の
成
果
を
班

会
等
で
活
か
し
ま
し
た
。
「歯
の

健
康
づ
く
り
」
も
歯
磨
き
推
進
委

員
や
歯
の
保
健
委
員
を
中
心
に
班

会
で
の
講
師
参
加
を
め
ざ
し
力
量

ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
新
年
度
は
、
医
療
部
会
の
通
信

教
育
受
講
者
は
、
各
支
部
10
人

以
上
を
目
標
に
と
り
く
み
ま
す
。

「
歯
の
保
健
大
学
」
を
多
く
の
支

部
で
開
き
、
歯
の
保
健
委
員
養
成

を
す
す
め
健
康
づ
く
り
活
動
を
推

進
し
ま
す
。 

  

　
正
副
支
部
長
会
議
は
、
諸
活
動

の
節
々
に
年
６
回
開
催
し
、
組
織

活
動
な
ど
諸
課
題
を
協
議
し
活
動

の
推
進
を
は
か
り
ま
し
た
。
正
副

支
部
長
会
議
後
の
支
部
運
営
委
員

会
も
定
着
し
て
き
ま
し
た
。 

　
新
年
度
は
、
正
副
支
部
長
会
議

の
定
期
開
催
と
あ
わ
せ
、
支
部
活

動
の
活
性
化
や
、
各
支
部
で
「
健

康
づ
く
り
自
治
体
訪
問
」
の
具
体

化
な
ど
自
治
体
や
他
団
体
と
連
携

し
て
、
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ

く
り
の
運
動
を
す
す
め
ま
す
。 
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20062006
年
度
の
ま
と
め
と
今
年
度
の
方
針

年
度
の
ま
と
め
と
今
年
度
の
方
針 
2006
年
度
の
ま
と
め
と
今
年
度
の
方
針 

第
3131
回
通
常
総
代
会
議
決

回
通
常
総
代
会
議
決
 

第
31
回
通
常
総
代
会
議
決
 

保健組織保健組織 保健組織 

病
院
建
設
に
向
け
基
盤
強
化
 

諸
活
動
の
活
性
化
を
推
進
 

（
要
旨
） 

組合員組合員 
ふやしふやし 
組合員 
ふやし 
06
年
度
実
績
　
四
七
二
世
帯
 

今
年
度
目
標
　
五
〇
〇
世
帯
 

出資金出資金 
ふやしふやし 
出資金 
ふやし 
06
年
度
実
績
　
八
八
〇
五
万
円
 

今
年
度
目
標
　
一
億
円
 

健 康 
チェックチェック 
健 康 
チェック 
06
年
度
実
績
　
八
七
〇
三
人
 

今
年
度
目
標
　
一
万
二
千
人
 

支
部
活
動

支
部
活
動
 

支
部
活
動
 

担
い
手
づ
く
り

担
い
手
づ
く
り
 

担
い
手
づ
く
り
 

２００７.３.３１現在 組合員 
世帯数 

組織率 利根の保健 出 資 金  総 代  
人 数  

班 長  
人 数  

保 健  
委 員  

暮らし 
相談員 

班会開 
催班数 

班会開 
催延数 

班　会 
開催率 

班 会  
目 標  

指 標  
班 数  世帯数 人口 配布部数 配布率 金額千円 平均世帯 

支部名 

２,７１０  
９３９  
１,５０６  
１,０８８  
２,５２９  
８,７７２  
３,５０３  
９７６  
２,２８２  
１,２０６  
７,９６７  
１,２５３  
１,２９９  
４６９  
３,０２１  
１９,７６０  
１,７５９  
１,０７３  
２,００７  
１,５０９  
２,４５１  
２,３５５  
１,０６０  
１,１９３  
１３,４０７  
３３,１６７  
１,２６８  
３,８４７  
３,７８７  

 
 
 

８,９０２  
 

４２,０６９  
４１,８１５ 

沼 田 東 
沼 田 中 
沼 田 西 
沼 田 南 
沼 田 北 
小 　 計 
利 　 南 
池 　 田 
薄 　 根 
川 　 田 
小 　 計 
白 　 沢 
利 根 北 
利 根 南 
小 　 計 
市 合 計 
片 　 品 
川 　 場 
月 夜 野 東 
月 夜 野 西 
水 　 上 
新 　 治 
昭 和 東 
昭 和 南 
郡 合 計 
郡 市 合 計 
高 　 山 
子 　 持 
赤 　 城 
吾 妻 郡 
職 域 ・ 他 
常 勤 役 職 員 
そ の 他 計 
所 在 不 明 
合 　 計 
昨 年 度 実 績 

６,８８６  
２,１８６  
３,９２１  
２,６８８  
６,６６７  
２２,３４８  
９,５１７  
３,１６０  
６,９９８  
３,６９４  
２３,３６９  
３,６９４  
３,７７４  
１,３４７  
８,８１５  
５４,５３２  
５,６６６  
３,７７５  
６,０９５  
４,８１７  
５,５４５  
７,２４８  
３,８５４  
４,０１１  
４１,０１１  
９５,５４３  
４,２３０  
１２,０９５  
１２,０９５  

 
 
 

２８,４２０  
 

１２３,９６３  
１２５,３４１ 

１,６７８  
６３０  
９１３  
６２３  
１,５９１  
５,４３５  
１,６６６  
７７１  
１,４１４  
８６１  
４,７１２  
８６１  
９５９  
３６４  
２,１８４  
１２,３３１  
１,３９７  
８６８  
１,４５９  
１,２０７  
１,５３０  
１,８２８  
８５１  
８８４  

１０,０２４  
２２,３５５  
５４８  
１００  
１１３  
４０  
３３７  
５６０  
１,６９８  
１,９４２  
２５,９９５  
２５,８８４ 

１,４４２  
５９５  
６４７  
６１０  
１,１３２  
４,４２６  
１,５５４  
７８９  
１,２１２  
７８２  
４,３３７  
７２４  
９６３  
３０７  
１,９９４  
１０,７５７  
１,２８１  
８４６  
１,２７３  
１,０６１  
１,２０８  
１,６９８  
７０１  
６１４  
８,６８２  
１９,４３９  
５３９  
１７  
 

１７  
２６１  
 

８３４  
 

２０,２７３  
２０,６１４ 

１１６,６３８ 
３３,９２７  
３１,２１６  
３８,３９８  
７３,０１３  
２９３,１９２ 
６９,０１６  
２９,００５  
３６,５９８  
２５,０２３  
１５９,６４２ 
２２,３８０  
４２,６７８  
１４,０７７  
７９,１３５  
５３１,９６９ 
５３,１４３  
２２,２４２  
５７,６８０  
５０,１２２  
４６,１５５  
６９,０６１  
２８,７５８  
３１,１６８  
３５８,３２９ 
８９０,２９８ 
１７,１９２  
１,６６９  
３,４８８  
９２２  
３,９８５  

２１２,８３７ 
２４０,０９３ 
１８,１３５  
１,１４８,５２６ 
１,０９３,７８８ 

６９,５１０  
５３,８５２  
３４,１９０  
６１,６３４  
４５,８９１  
５３,９４５  
４１,４２６  
３７,６１９  
２５,８８２  
２９,０６２  
３３,８７９  
２５,９９３  
４４,５０２  
３８,６７３  
３６,２３３  
４３,１４０  
３８,０４０  
２５,６２４  
３９,５３３  
４１,５２６  
３０,１６６  
３７,７７９  
３３,７９３  
３５,２５７  
３５,７４７  
３９,８２５  
３１,３７２  
１６,６９０  
３０,８６７  
２３,０５０  
１１,８２４  
３８０,０６６  
１４１,３９７  
９,３３８  
４４,１８２  
４２,２５７ 

１４  
７  
８  
７  
１４  
５０  
１４  
８  
９  
７  
３８  
８  
９  
５  
２２  
１１０  
１４  
８  
１４  
１１  
１３  
１３  
７  
８  
８８  
１９８  
６  
 
 
 
 
１  
７  
 

２０５  
２０４ 

８６  
４０  
３６  
３７  
６２  
２６１  
１０５  
６６  
６８  
５９  
２９８  
５０  
６２  
２４  
１３６  
６９５  
７９  
５５  
９０  
６９  
８１  
１０６  
５１  
３９  
５７０  
１,２６５  
５４  
１  
 
１  
１６  
 

７２  
 

１,３３７
１,３３３ 

６７ 
１９ 
３７ 
１８ 
１１７ 
２５８ 
５２ 
１６３ 
２６ 
３８ 
２７９ 
９３ 
９０ 
７１ 
２５４ 
７９１ 
１０６ 
１９ 
１７６ 
１４０ 
５５ 
２１２ 
１００ 
６７ 
８７５ 
１,６６６ 
５９ 
 
 
 
 
 

５９ 
 

１,７２５ 
１,７２５ 

５ 
４ 
３ 
０ 
３９ 
５１ 
６ 
６ 
１ 
５ 
１８ 
０ 
１ 
０ 
１ 
７０ 
４ 
０ 
１０ 
２ 
０ 
３５ 
１ 
４ 
５６ 
１２６ 
０ 
 
 
 
 
 
０ 
 

１２６ 
１２６ 

１２０ 
４０ 
８０ 
４５ 
３０ 
３１５ 
８０ 
４０ 
３０ 
４５ 
１９５ 
２０ 
８０ 
２０ 
１２０ 
６３０ 
５０ 
２０ 
７０ 
６０ 
３０ 
９０ 
２０ 
３０ 
３７０ 
１,０００ 
２０ 
 
 
 

１５ 
３５ 
７０ 
 

１,０７０ 
１,０６５ 

２６ 
７ 
１３ 
１３ 
１０ 
６９ 
８ 
１３ 
１０ 
１１ 
４２ 
３ 
１２ 
８ 
２３ 
１３４ 
７ 
１ 
１４ 
１５ 
２２ 
１０ 
７ 
７ 
８３ 
２１７ 
８ 
 
 
 
２ 
６ 
１６ 
 

２３３ 
２３０ 

１０８ 
２６ 
６１ 
４５ 
３４ 
２７４ 
５５ 
３０ 
３５ 
４０ 
１６０ 
１４ 
３２ 
１９ 
６５ 
４９９ 
２５ 
１１ 
６２ 
４９ 
２５ 
５５ 
２０ 
２６ 
２７３ 
７７２ 
１７ 
 
 
 

１２ 
２１ 
５０ 
 

８２２ 
８３４ 

１２ 
３ 
５ 
５ 
５ 
３０ 
６ 
４ 
７ 
４ 
２１ 
１ 
６ 
３ 
１０ 
６１ 
３ 
１ 
６ 
５ 
０ 
１０ 
３ 
３ 
３１ 
９２ 
１ 
 
 
 
１ 
 
２ 
 

９４ 
１００ 

３０.２ 
１７.５ 
３８.２ 
３３.３ 
１６.１ 
２６.４ 
６.６ 
１９.７ 
１４.９ 
１８.６ 
１３.４ 
５.９ 
２１.１ 
３８.１ 
１９.０ 
１９.３ 
９.１ 
１.８ 
１６.７ 
２１.４ 
２７.８ 
９.８ 
１３.５ 
１７.５ 
１４.８ 
１７.２ 
１５.４ 

 
 
 
 
 
 
 

１７.５ 
１７.１ 

８５.９  
９４.４  
７０.９  
９７.９  
７１.２  
８１.４  
９３.３  
１００.０  
８５.７  
９０.８  
９２.０  
８４.１  
１００.０  
８４.３  
９１.３  
８７.２  
９１.７  
９７.５  
８７.３  
８７.９  
７９.０  
９２.９  
８２.４  
６９.５  
８６.６  
８７.０  
９８.４  
１７.０  
０.０  
４２.５  
７７.４  
０.０  
４９.１  

 
７８.０  
７９.６ 

６１.９  
６７.１  
６０.６  
５７.３  
６２.９  
６２.０  
４７.６  
７９.０  
６２.０  
７１.４  
５９.１  
６８.７  
７３.８  
７７.６  
７２.３  
６２.４  
７９.４  
８０.９  
７２.７  
８０.０  
６２.４  
７７.６  
８０.３  
７４.１  
７４.８  
６７.４  
４３.２  
２.６  
３.０  
 
 
 

１９.１  
 

６１.８  
６１.９ 

組
織
現
況
と
活
動
の
ま
と
め

組
織
現
況
と
活
動
の
ま
と
め
 

組
織
現
況
と
活
動
の
ま
と
め

組
織
現
況
と
活
動
の
ま
と
め
 

組
織
現
況
と
活
動
の
ま
と
め
 

●健康チェックのとりくみ● 

①血圧測定 

②検尿 

③24時間蓄尿塩分 

④みそ汁塩分 

⑤大腸がん便潜血 

⑥アカンベー 

⑦歯槽のう漏 

⑧ＲＤ（むし歯） 

⑨咬合力 

⑩体脂肪測定 

⑪骨密度測定 

⑫血管年齢測定 

⑬ピロリ菌チェック 

⑭喫煙度チェック 

⑮生活習慣チェック 

のべ総数 

6,000 

1,200 

500 

50 

800 

500 

150 

150 

300 

1,000 

500 

500 

100 

50 

200 

12,000

4,462 

760 

539 

25 

579 

291 

97 

75 

52 

974 

530 

222 

105 

0 

0 

8,711

目　標 項　　　目 前年実績 

健 康健 康  
班 会班 会  
健 康  
班 会  
06
年
度
実
績
　
　
八
二
二
回
 

今
年
度
目
標
　
一
〇
〇
〇
回
 

今
年
も
大
き
く
広
が
っ
た
 

セ
ラ
バ
ン
ド
班
会
 



何歳になっても筋力の向上は可能です。無理なく楽しく続けられる運動と柔軟性を保つストレッチを毎日の習慣に。 

2007年６月１日（毎月1回1日発行） 第453号　（４） 利 根 の 保 健  

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
医療医療・介護介護 医療・介護 

医
療
の
安
心
・
安
全
 

質
の
向
上
を
目
指
し
 

　
利
根
保
健
生
協
が
運
営
し
て
い

る
各
事
業
所
間
の
連
携
を
強
め
、

医
療
・
介
護
活
動
を
総
合
的
に
展

開
し
て
、
安
心
安
全
の
医
療
の
追

求
、
救
急
医
療
体
制
の
充
実
、
医

療
・
介
護
の
連
携
強
化
を
め
ざ
し

活
動
を
進
め
ま
す
。 

   

１
、
病
床
稼
働
率
90
％
の
達
成
を

全
病
棟
で
め
ざ
す
課
題
　
利
根
沼

田
は
療
養
型
病
床
が
多
い
為
、
利

根
中
央
病
院
は
急
性
期
・
亜
急
性

期
の
病
床
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
病

床
稼
働
率
90
％
は
確
保
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。
ベ
ッ
ト
の
更
な
る

有
効
活
用
が
課
題
で
す
。 

２
、
外
来
患
者
９
６
０
人
確
保
の

課
題
　
薬
の
長
期
投
薬
や
予
約
優

先
の
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
の
影
響
で
、

外
来
の
１
日
平
均
患
者
数
は
若
干

減
少
し
ま
し
た
。
オ
ー
ダ
リ
ン
グ

で
予
約
患
者
の
待
ち
時
間
等
は
改

善
し
ま
し
た
が
、
医
師
の
加
重
業

務
や
、
予
約
外
患
者
の
待
ち
時
間

改
善
が
必
要
で
す
。 

３
、
「
救
急
医
療
」の
量
的
質
的
強

化
の
課
題
　
長
年
の
懸
案
事
項
で

あ
っ
た
「
夜
間
小
児
一
次
救
急
体

制
」が
、
医
師
会
に
よ
り
４
月
か

ら
週
２
回
実
施
さ
れ
一
歩
前
進
し

ま
し
た
が
、
小
児
二
次
救
急
や
後

方
病
院
は
当
院
の
役
割
で
す
。「
断

ら
な
い
救
急
対
応
」を
目
標
に
、

救
急
外
来
の
整
備
や
体
制
強
化
に

努
め
て
き
た
結
果
、
救
急
車
受
入

れ
は
１
、９
７
２
人
で
利
根
沼
田

管
内
の
約
55
％
で
し
た
。 

４
、
「チ
ー
ム
医
療
」の
力
を
発
揮

す
る
課
題
　
Ｎ
Ｓ
Ｔ
、
ク
リ
ニ
カ

ル
パ
ス
、
が
ん
診
療
、
か
ん
わ
、

褥
瘡
等
の
チ
ー
ム
医
療
は
大
き
く

前
進
し
ま
し
た
。
医
師
を
中
心
に

し
た
チ
ー
ム
医
療
は
薬
剤
師
、
看

護
師
、
栄
養
士
、
検
査
技
師
な
ど

各
職
種
の
専
門
分
野
で
の
発
展
も

促
す
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。 

５
、
「
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」

指
定
の
課
題
　
06
年
８
月
に
沼
田

と
吾
妻
の
２
保
健
医
療
圏
の
代
表

と
し
て
指
定
を
取
得
し
ま
し
た
。

が
ん
登
録
、
相
談
室
の
充
実
、
セ

カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
体
制
、
か
ん

わ
、
地
域
連
携
等
の
「
が
ん
診

療
」
の
総
合
的
な
前
進
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
す
。 

　
そ
の
他
、
６
、地
域
医
療
連
携

の
強
化
。
７
、「
リ
ハ
ビ
リ
病
床
」

の
設
置
。
８
、
医
師
臨
床
研
修
の

更
な
る
発
展
と
後
期
研
修
の
確
立
。

９
、
健
康
づ
く
り
、
健
診
活
動
の

強
化
。
な
ど
を
掲
げ
活
動
を
進
め

て
き
ま
し
た
。 

  

１
、
生
協
組
合
員
と
職
員
の
協
同

の
力
で
新
病
院
建
設
を
成
功
さ
せ

る
課
題
　
病
室
の
拡
充
と
個
室
の

整
備
な
ど
療
養
環
境
の
改
善
、
清

潔
で
安
全
な
給
食
施
設
の
確
保
、

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
の
設
置
、

外
来
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充
等
を
実
現

し
ま
す
。 

２
、
急
性
期
・
亜
急
性
期
病
院
と

し
て
の
機
能
を
高
め
、
安
全
安
心

の
確
保
と
継
続
し
た
療
養
を
実
現

す
る
課
題
　
こ
れ
ら
を
推
進
す
る

た
め
、
①
看
護
師
の
確
保
と
他
職

種
の
役
割
強
化
を
進
め
７
対
１
看

護
の
取
得
　
②
夜
間
・
休
日
、
午

後
の
救
急
外
来
確
保
を
中
心
に
、

医
師
会
や
他
施
設
と
の
連
携
、
救

急
対
応
体
制
を
拡
充
　
③
医
師
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
国
に
増
員
を

求
め
る
と
と
も
に
医
師
確
保
に
努

め
な
が
ら
医
師
業
務
の
検
討
　
④

入
院
中
や
退
院
後
の
療
養
等
を
気

軽
に
相
談
で
き
る
担
当
者
の
設
置

　
⑤
紹
介
・
逆
紹
介
を
積
極
的
に

す
す
め
地
域
連
携
の
強
化
と
、
在

宅
療
養
の
条
件
づ
く
り
を
推
進
　

⑥
患
者
の
自
立
し
た
療
養
支
援
を

目
標
に
、
チ
ー
ム
医
療
の
い
っ
そ

う
の
充
実
　
⑦
08
年
か
ら
始
ま

る
「
特
定
健
診
・
保
健
指
導
」
義

務
化
へ
の
対
応
を
進
め
ま
す
。 

３
、
臨
床
研
修
指
定
病
院
と
し
て

研
修
内
容
の
向
上
や
医
師
体
制
の

拡
充
を
進
め
る
課
題
　
研
修
委
員

会
を
強
化
し
、
初
期
研
修
の
内
容

充
実
を
い
っ
そ
う
進
め
、
後
期
研

修
へ
と
繋
げ
医
師
の
定
着
化
を
は

か
り
ま
す
。 

４
、
「が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」

の
活
動
を
強
化
す
る
課
題
　
全
日

本
民
医
連
・
生
協
病
院
で
全
国
唯

一
の
指
定
を
重
く
受
け
と
め
、
が

ん
診
療
委
員
会
を
中
心
に
、
地
域

住
民
・
組
合
員
へ
の
啓
蒙
、
が
ん

登
録
シ
ス
テ
ム
や
地
域
医
療
機
関

と
の
診
療
連
携
体
制
づ
く
り
、
が

ん
診
療
ス
タ
ッ
フ
や
相
談
事
業
の

充
実
、
が
ん
患
者
会
の
育
成
と
連

携
、
が
ん
検
診
受
診
の
推
進
な
ど

を
は
か
り
ま
す
。 

   

１
、
安
全
・
安
心
・
信
頼
の
歯
科

医
療
実
践
の
課
題
　
外
来
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
治
療
内
容
の
説
明
や

接
遇
な
ど
前
年
を
上
回
る
「
満
足

度
」
で
し
た
。
日
常
診
療
の
向

上
、
歯
周
治
療
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
維
持
・
発
展
。
情
報
提
供
を
強

化
し
、
患
者
の
要
望
へ
の
対
応
を

強
め
ま
し
た
。 

２
、
利
用
委
員
会
の
発
展
、
院
所

運
営
へ
の
組
合
員
参
加
の
課
題
　

歯
科
利
用
委
員
会
で
は
「
患
者
の

権
利
章
典
」
実
践
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
、
組
合
員
、
職
員
の
立
場
か
ら

評
価
比
較
す
る
な
ど
論
議
を
深
め

ま
し
た
。
利
用
委
員
、
理
事
組
織

委
員
も
参
加
し
た
方
針
づ
く
り
検

討
会
を
開
い
て
、
率
直
な
意
見
交

換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

３
、
「歯
の
保
健
委
員
」と
一
緒
に

「
お
い
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
運
動

を
広
げ
る
課
題
　
歯
磨
き
推
進
委

員
が
隔
月
に
定
期
開
催
さ
れ
、
職

員
と
共
同
し
て
「
子
ど
も
歯
の
保

健
教
室
」
「
歯
の
保
健
委
員
交
流

会
」
に
と
り
く
む
な
ど
活
動
の
輪

が
広
が
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
他
、
歯
科
長
期
計
画
の
検

討
。
歯
科
医
師
臨
床
研
修
や
衛
生

士
学
生
の
実
習
受
け
入
れ
な
ど
を

お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

  

１
、
よ
り
受
診
し
や
す
い
歯
科
診

療
所
づ
く
り
の
課
題
　
納
得
の
出

来
る
治
療
内
容
・
治
療
費
等
の
説

明
を
お
こ
な
い
、
受
診
し
て
良
か

っ
た
。
歯
を
守
る
こ
と
に
役
立
っ

た
と
実
感
で
き
る
医
療
を
進
め
ま

す
。
治
療
間
隔
の
短
縮
を
は
か
り

ま
す
。 

２
、
組
合
員
に
役
立
つ
診
療
所
づ

く
り
の
課
題
　
歯
の
健
康
づ
く
り

に
役
立
つ
診
療
所
づ
く
り
を
、
職

員
、
利
用
委
員
会
等
で
の
論
議
を

踏
ま
え
進
め
ま
す
。 

３
、
「歯
の
保
健
大
学
」を
開
く
課

題
　
参
加
人
数
や
方
法
な
ど
支
部

の
実
情
に
あ
っ
た
形
で
全
支
部
で

「
歯
の
保
健
大
学
」
を
開
校
し
全

支
部
に
「
歯
の
保
健
委
員
」
の
誕

生
を
め
ざ
し
ま
す
。 

４
、
そ
の
他
、
新
病
院
歯
科
開
設
。

歯
科
医
師
臨
床
研
修
管
理
型
施
設

取
得
。
後
継
者
確
保
と
育
成
の
課

題
な
ど
を
す
す
め
ま
す
。 

   

　
医
科
の
患
者
数
は
、
長
期
投
薬

や
窓
口
負
担
増
の
影
響
も
あ
っ
て

前
年
を
若
干
下
回
り
ま
し
た
。
歯

科
も
定
期
的
な
口
腔
内
清
掃
を
積

極
的
に
と
り
く
み
ま
し
た
。
在
宅

医
療
は
、
往
診
患
者
へ
の
健
康
増

進
を
進
め
ま
し
。
診
療
中
の
急
変

や
休
日
夜
間
等
の
対
応
は
引
き
続

く
課
題
で
す
。 

　
新
年
度
は
　
接
遇
改
善
、
診
療

情
報
開
示
、
個
人
情
報
保
護
を
重

点
に
、
医
療
の
安
心
安
全
の
課

題
、
後
発
品
薬
品
の
導
入
な
ど
経

営
の
健
全
化
を
追
求
し
ま
す
。 

　
歯
科
で
は
、
診
療
体
制
を
強
め

な
が
ら
、
患
者
向
け
パ
ン
フ
の
作

成
、
中
断
患
者
へ
の
ハ
ガ
キ
連
絡

な
ど
を
す
す
め
ま
す
。 

　
在
宅
医
療
で
は
、
病
診
連
携
を

進
め
、
高
水
準
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
等
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
組
織
活
動
で
は
、「
ス
ポ
ー
ツ

医
学
」等
の
班
会
の
計
画
。「
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
班
会
」
や

小
児
班
会
も
開
催
し
子
育
て
支
援

を
す
す
め
ま
す
。 

   

　
介
護
老
人
保
健
施
設
と
ね
　
前

年
度
に
続
い
て
介
護
保
険
制
度
改

悪
に
よ
り
、
経
営
の
困
難
性
が
増

し
ま
し
た
。
特
に
「
介
護
予
防
」

導
入
で
、「
要
支
援
１
・
２
」に
な

る
と
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
な
い
の
が
問
題
で
す
。 

　
新
年
度
は
　
リ
ハ
ビ
リ
体
制
の

充
実
で
魅
力
あ
る
施
設
を
め
ざ
し

稼
働
率
を
高
め
ま
す
。
看
護
体
制

を
強
め
、
急
性
期
病
院
で
あ
る
利

根
中
央
病
院
の
退
院
患
者
に
対
応

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

　
と
ね
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

医
療
依
存
度
の
高
い
利
用
者
が
多

く
、
が
ん
患
者
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

利
用
者
も
増
え
「24
時
間
対
応
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
新
年
度
は
　
技
術
向
上
を
進

め
、
安
心
し
て
在
宅
療
養
が
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。 

　
と
ね
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
　
要
介
護
１
の
利
用
者
の

９
割
が
予
防
介
護
に
な
る
影
響
も

あ
り
、
訪
問
数
は
前
年
を
下
回
り

ま
し
た
。 

　
新
年
度
は
　
訪
問
介
護
の
原
点

に
立
ち
返
り
、
要
求
に
あ
っ
た
サ

ー
ビ
ス
体
制
を
整
備
し
、
利
用
者

増
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
　
介
護

支
援
専
門
員
４
人
体
制
で
、
居
宅

介
護
支
援
１
、３
４
９
件
、
介
護

予
防
支
援
18
件
の
プ
ラ
ン
作
成

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

　
新
年
度
は
　
介
護
支
援
専
門
員

と
し
て
の
総
合
的
な
事
務
能
力
を

高
め
、
介
護
事
業
の
中
心
的
役
割

を
担
え
る
た
め
の
基
礎
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。 

　
と
ね
診
療
所
精
神
科
デ
イ
ケ
ア

「
ふ
れ
あ
い
の
輪
」 

通
所
目
的
の

確
認
、
定
期
的
評
価
修
正
な
ど
を

す
す
め
ま
し
た
。 

　
新
年
度
は
　
引
き
続
き
こ
れ
ら

の
課
題
に
と
り
く
み
ま
す
。 

一年間の主な医療活動 
事　業　所 １日平均人数 前年度比 

項　　　目 年度合計件数 前年度比 

利根中央病院　外来  
　　〃　　　　入院  
利 根 歯 科 診 療 所  
片 品 診 療 所 医 科  
　 　 〃 　 　 歯 科  
老 人 保 健 施 設 と ね  
と ね 訪 問 看 護 Ｓ Ｔ  
とねホームヘルパーＳＴ 
　 総 合 計 　  

９２９.４ 
２７３.６ 
２０７.２ 
４５.９ 
１５.３ 
３０.５ 
１６.８ 
８.９ 

１５２７.６ 

９８.０% 
９４.１% 
９７.６% 
９７.１% 
９０.０% 
８８.９% 
１００.６% 
８５.６% 
９４.０%

２,０２８ 
２９５ 

６９,２１７ 
１,１８４,４９４ 
４,２２５ 
１,９４１ 
２９１ 

２５４,８１６ 

９３.３% 
８３.３% 
１００.０% 
１０４.４% 
９７.４% 
９５.９% 
１０８.９% 
９１.１%

救 急 車 搬 入 者 数  
往 診 件 数  
放 射 線 撮 影 件 数  
検 査 室 検 査 件 数  
内 視 鏡 室 検 査 件 数  
手 術 総 数  
分 娩 件 数  
患 者 給 食 件 数  

利
根
中
央
病
院

利
根
中
央
病
院 

利
根
中
央
病
院 

利
根
歯
科
診
療
所

利
根
歯
科
診
療
所 

利
根
歯
科
診
療
所 

片
品
診
療
所

片
品
診
療
所 

片
品
診
療
所 

と
ね
在
宅

と
ね
在
宅 

　
総
合
セ
ン
タ
ー

　
総
合
セ
ン
タ
ー 

と
ね
在
宅 

　
総
合
セ
ン
タ
ー 

07
年
度
の
課
題 

07
年
度
の
課
題 

お父さんの参加も年々増えている 
赤ちゃん同窓会（年2回開催） 

組
合
員
も
含
め
て 

　
　 

診
療
所
方
針
づ
く
り 

電
子
カ
ル
テ
導
入
で 

　
　 

診
療
の
大
塚
所
長 

老健とね利用者の花見会 



2007年６月１日（毎月1回1日発行） 第453号 （５） 一人は万人のために 万人は一人のために 

材木町１ 
材木町２ 
材木町１１ 
西原新町３ 
上原町７-４ 
上原町９-２ 
西倉内町８ 
榛名町１-２ 
榛名町３ 
榛名町８-４ 
榛名町８-２ 
鍛冶町１０ 
鍛冶町５ 
鍛冶町６ 
高橋場町原田神明 
上久屋町馬場 
フラワータウン 
戸鹿野町１ 
上発知町坂上 
上発知町坂下 
上発知町楚利 
上発知町南部 
下発知町２ 
下発知町４ 
東町田 
硯田町合同班 
白岩町合同班 
下川田町田中１ 
下川田町田中２ 
下川田町中谷 
下川田町笠 
尾合上 
大楊合同班 
二本松１ 
二本松２ 
二本松４ 
菅沼合同班１ 
築地 
中野 
上河原東 
後閑上入合同班 
後閑下入合同班 
下牧下組２ 
下牧第２ 
下牧下組２ 
下牧第２ 
下牧原の中 
上牧戸倉 
月夜野町組１３ 
月夜野町組２-２ 
月夜野橋下洞上１ 
月夜野橋下都 
月夜野橋下宿 
下津中村合同班 
小和知合同班１ 
小和知合同班２ 
須川十二河原 
須川上１ 
須川上２ 
谷地宮原 
布施宿 
布施大塩 
猿ヶ京合同班 
入原１ 
入原中 
入原上 
判形前原 
２階西 

ふだんの暮らしが自然な訓練。日常生活の中で、意識してこまめにからだを動かすことが大事です。 

「大腿負傷で苦しみ 
　　 担架で帰国入院」 

みなかみ町藤原　 

 林 　 勤 一 （85歳） 

戦争体験記 

　
私
は
、
徴
兵
検
査
に
甲
種
合
格

し
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
間
も
な
い

昭
和
17
年
１
月
、
宇
都
宮
の
野

砲
部
隊
（東
部
40
部
隊
）に
入
営

し
た
。
間
も
な
く
部
隊
は
満
州
の

北
部
に
渡
り
、
こ
こ
で
初
年
兵
教

育
を
受
け
た
。 

　
２
年
後
の
昭
和
19
年
３
月
、

部
隊
は
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
パ
ガ
ン

島
に
移
動
の
た
め
、
船
団
を
組
ん

で
横
浜
港
か
ら
南
方
へ
向
か
っ
た
。

そ
の
途
中
、
深
夜
突
然
警
報
ブ
ザ

ー
が
鳴
り
響
い
た
。「
魚
雷
だ
」の

叫
び
声
に
救
命
具
を
着
け
る
間
も

な
く
、
船
が
揺
れ
て
電
灯
が
消
え

た
。
魚
雷
の
爆
発
音
が
し
て
、
前

後
の
船
に
火
柱
が
立
ち
、
火
災
を

起
し
て
い
た
。
護
衛
の
駆
潜
艇
が

真
っ
暗
な
海
上
を
走
り
回
っ
た
。

そ
の
後
も
爆
雷
の
爆
発
音
が
鳴
り

響
い
た
。
こ
れ
で
は
自
分
た
ち
の

船
も
「
い
つ
や
ら
れ
る
の
か
」
と
、

生
き
た
心
地
が
し
な
か
っ
た
。 

　
３
月
18
日
、や
っ
と
目
的
地
パ

ガ
ン
島
に
上
陸
し
、
飛
行
場
の
拡

張
作
業
に
連
日
汗
を
流
し
た
。
当

時
、
南
に
あ
る
サ
イ
パ
ン
島
は
、

米
軍
の
猛
攻
を
受
け
て
、
戦
況
は

日
ご
と
に
緊
迫
し
て
い
っ
た
。 

　
６
月
12
日
朝
８
時
頃
、
空
襲

警
報
が
鳴
り
響
き
、
Ｂ
24
爆
撃
機
、

グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機
数
十
機
が
、
椰

子
の
葉
す
れ
す
れ
に
降
下
し
て
、

機
銃
掃
射
を
繰
り
返
し
た
。
滑
走

路
は
穴
だ
ら
け
に
な
り
、
兵
舎
も

格
納
庫
も
、
飛
び
立
つ
寸
前
の
友

軍
機
も
攻
撃
さ
れ
て
次
々
と
炎
上

し
た
。
港
で
は
、
サ
イ
パ
ン
島
に

物
資
輸
送
で
待
機
し
て
い
た
二
十

数
隻
の
小
型
船
団
も
攻
撃
さ
れ

て
、
黒
煙
が
空
を
覆
っ
た
。
攻
撃

は
30
分
足
ら
ず
だ
っ
た
が
、
被

害
は
甚
大
で
多
く
の
死
傷
者
を
出

し
、
基
地
機
能
は
麻
痺
し
た
。 

　
敵
機
の
攻
撃
は
正
午
前
に
第
二

波
が
来
襲
。
そ
の
後
も
三
波
、
四

波
と
続
き
、
そ
の
度
に
耳
を
つ
ん

ざ
く
よ
う
な
爆
弾
の
破
裂
音
・
銃

撃
音
が
轟
い
て
島
を
揺
る
が
せ

た
。
敵
機
が
去
っ
た
後
は
、
無
残

な
地
獄
絵
図
だ
っ
た
。
こ
う
し
て

基
地
の
殆
ど
が
壊
滅
し
た
。 

　
一
方
、
激
戦
が
続
い
て
い
た
サ

イ
パ
ン
島
で
７
月
17
日
、
現
地

島
民
も
ろ
と
も
四
万
人
も
の
将
兵

が
玉
砕
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
パ

ガ
ン
島
か
ら
の
戦
友
が
多
く
、
た

ま
ら
な
い
気
持
ち
だ
っ
た
。 

　
サ
イ
パ
ン
玉
砕
後
は
、
同
島
か

ら
の
食
糧
な
ど
の
補
給
が
一
切
断

た
れ
た
の
で
、
兵
は
み
な
深
刻
な

栄
養
失
調
に
な
り
、
体
力
が
ひ
ど

く
落
ち
込
ん
だ
。
米
軍
が
落
と
し

た
砲
弾
の
鉄
を
加
工
し
、
カ
タ
ツ

ム
リ
、
ト
カ
ゲ
、
ヤ
モ
リ
、
ネ
ズ

ミ
な
ど
何
で
も
焼
い
て
食
べ
た
。 

　
８
月
初
旬
、
度
重
な
る
爆
撃
の

破
片
で
負
傷
し
た
私
の
大
腿
部
は

化
膿
し
て
腫
れ
上
が
り
、
高
熱
が

続
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
手
術
が

必
要
で
椰
子
油
を
灯
し
た
薄
暗
い

壕
の
中
で
、
砂
が
傷
口
に
入
ら
な

い
よ
う
天
幕
の
四
隅
を
戦
友
に
持

っ
て
も
ら
い
、
麻
酔
な
し
の
手
術

を
受
け
た
が
激
痛
で
失
神
し
た
。

ひ
ど
い
化
膿
で
縫
う
こ
と
は
で
き

ず
、
傷
口
に
小
指
大
の
太
さ
の
管

を
通
し
て
絶
え
ず
膿
を
出
し
続
け

た
。
そ
の
後
、
熱
帯
性
潰
瘍
の
痛

み
は
徐
々
に
軽
く
な
っ
て
い
っ
た
。 

　
８
月
16
日
、
日
本
の
無
条
件

降
伏
が
伝
達
さ
れ
た
。
そ
う
言
え

ば
昨
日
か
ら
空
襲
が
途
絶
え
て
い

た
こ
と
に
気
づ
き
、
張
り
つ
め
た

気
持
ち
が
一
気
に
ゆ
る
ん
だ
。 

　
数
日
後
、
突
然
米
軍
か
ら
「
患

者
は
波
止
場
に
収
容
」
と
の
命
令

が
あ
り
、
急
ご
し
ら
え
の
担
架
で

波
止
場
の
大
き
な
テ
ン
ト
に
運
ば

れ
た
。
丸
裸
状
態
だ
っ
た
の
で
パ

ン
ツ
や
タ
オ
ル
・
歯
磨
き
用
品
な

ど
が
支
給
さ
れ
て
助
か
っ
た
。 

　
一
部
患
者
用
に
改
装
し
た
復
員

船
「
長
運
丸
」
が
、
10
月
26
日
、

パ
ガ
ン
島
の
港
に
到
着
。
私
は
ま

だ
傷
口
の
管
も
取
れ
ず
起
き
上
が

る
こ
と
も
で
き
な
い
体
で
乗
船

し
、
30
日
に
浦
賀
に
帰
国
で
き

た
。
１
ヶ
月
以
上
入
院
し
た
横
須

賀
海
軍
病
院
で
、
お
粥
が
食
え
た

時
は
嬉
し
さ
で
胸
が
一
杯
に
な
っ

た
。
幾
つ
か
の
病
院
を
移
り
な
が

ら
歩
け
る
ま
で
回
復
し
、
年
末
ぎ

り
ぎ
り
に
懐
か
し
の
故
郷
に
無
事

帰
る
こ
と
が
で
き
た
。 

支部名 班　名 人数 班 長 名 班 会 内 容 

お花見班会 
お花見班会 
胆のうの話 
食中毒の話、尿チェック 
高血圧の話、血管年齢測定 
高血圧の話、血管年齢測定 
温泉班会 
お花見班会 
お花見班会 
お花見班会 
お花見班会 
糖尿病の話 
糖尿病の話 
糖尿病の話 
お花見班会 
乳がん、大腸がんの話 
転倒予防体操 
カラオケ班会 
リラックス体操、ストループテスト 
リラックス体操、ストループテスト 
リラックス体操、ストループテスト 
リラックス体操、ストループテスト 
大腸がんチェック、みそ汁測定 
大腸がんチェック、みそ汁測定 
脳卒中の話、体脂肪測定 
生活習慣病の話 
生活習慣病の話 
転倒予防体操 
転倒予防体操 
記憶力増進班会 
記憶力増進班会 
血管年齢測定 
大腸がんチェック 
カムカム健康法、リラックス体操 
カムカム健康法、リラックス体操 
カムカム健康法、リラックス体操 
脳卒中と高脂血症の話 
歯の話 
血管年齢測定 
血管年齢測定 
カムカム健康法 
カムカム健康法 
血圧測定 
血圧測定 
大腸がんチェック 
大腸がんチェック 
大腸がんチェック 
大腸がんチェック 
温泉班会 
温泉班会 
大腸がんチェック、大腸がんの話 
大腸がんチェック、大腸がんの話 
大腸がんチェック、大腸がんの話 
温泉班会 
温泉班会 
温泉班会 
記憶力増進、リラックス体操 
セラバンド体操 
セラバンド体操 
指圧 
歯周病の話 
転倒予防体操 
歯の話 
お花見班会 
お花見班会 
お花見班会 
お日まち班会 
死の四重奏 

３ 
３ 
８ 
４ 
４ 
４ 
７ 
３ 
３ 
３ 
４ 
４ 
３ 
３ 
１０ 
５ 
１５ 
６ 
７ 
３ 
６ 
８ 
４ 
５ 
８ 
５ 
４ 
７ 
７ 
３ 
３ 
８ 
６ 
４ 
３ 
３ 
５ 
５ 
６ 
５ 
３ 
３ 
４ 
４ 
４ 
４ 
６ 
５ 
４ 
４ 
４ 
４ 
３ 
５ 
３ 
３ 
６ 
４ 
３ 
５ 
７ 
５ 
８ 
７ 
４ 
５ 
８ 
８ 
 

沼田東
　 
 
 
 
 
沼田中 
沼田西 
 
 
 
沼田南 
 
 
沼田北 
利　南 
 
 
池　田 
 
 
 
 
 
薄　根 
 
 
川　田 
 
 
 
白　沢 
利根北 
利根南 
 
 
片　品 
 
川　場 
月夜野東 
 
 
 
 
 
 
 
 
月夜野西 
 
 
 
 
 
 
 
新　治 
 
 
 
 
 
 
昭和南 
 
 
高　山 
病棟・他 

小野　のぶ 
大谷　好子 
小林永久子 
佐藤　長次 
武井　嗣男 
星野フジ子 
坂大　徳江 
戸部　大吉 
金子　恭子 
宮内はつ枝 
金子　くら 
馬場半次郎 
下　　ろく 
竹村　健一 
石倉　時子 
織田沢澄世 
 
星野　早苗 
 
 
 
 
永井　将一 
芝崎　　滋 
桑原　信子 
金子　幸子 
 
茂木　チヨ 
生方志づ子 
吉田　昌子 
塩野　英子 
角田　梅子 
金子喜一郎 
佐々木美恵子 
 
湯本　昌江 
戸丸　正美 
星野　みね 
小野里まさ代 
山浦　和喜 
阿部　タカ 
渋谷　典子 
阿部とも江 
高橋　ミネ 
阿部とも江 
高橋　ミネ 
山田八重子 
桑原　利江 
杉木みなと 
丸山　　功 
本多　　清 
杉木　トミ 
原沢　　久 
高橋　国治 
高野ヒロ子 
石坂ちか子 
田村　照代 
細川のぶ子 
竹田つや子 
佐藤　ヤヨ 
島崎　金衛 
福島　槇子 
林　ますみ 
堤　　みゑ 
諸田　邦男 
茂木　洋子 
木村千代子 
倉持智恵子 

６８回 総  計 ３４０人 

4月班会開催一覧 

池田　下発知合同班（大腸ガンチェック） 
　十数年続けている便潜血チェック。「陽性者は一人
もいませんでしたよ」との結果報告にみんな「あぁ
～良かった」とひと安心。 

　たくみの里「豊楽館」で恒例の健康チェッ
ク。「買い物にきたのに、血圧だけでなく体
脂肪や貧血チェックまでしてもらえるなんて」
と多くの方に喜ばれました。 

利南支部　下久屋・原班（ピロリ菌チェック） 
　尿を採って調べた結果２名が陽性でした。胃ガン
や胃潰瘍などにならないよう、早めに除菌しましょう。 

沼
田
東
支
部
　
材
木
町
１
・
２
班 

　
「動
脈
硬
化
を
防
ご
う
」
と
血
管
年
齢

チ
ェ
ッ
ク
。
全
員
が
実
年
齢
よ
り
も
若
い

結
果
で
一
同
が
大
喜
び
。 

新治　坂下班（脳生き生き班会） 
　７回続けた記憶力増進のテーマも今回で一
段落。「ボケてたまるか」と松ノ木小唄の替歌
「ボケない音頭」をみんなで合唱し最後を飾
りました♪ 

昭和東支部　中宿班（セラバンド体操） 
　しっかりとストレッチを終えたところで、いよい
よ初めてのゴムを使った筋トレ☆楽しみながら若々
しいからだづくりをするぞ！！ 

班会あれこれ 
おらがまちの 「WHO世界保健デー」新治版「WHO世界保健デー」新治版 新

治
支
部 

体
脂
肪
、貧
血
な
ど
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク 
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減
反
強
化
さ
れ
る
農
業
世
界
に
は
飢
え
た
る
国
が
多
く

あ
る
と
う 

  

秩
父
湖
の
水
面
は
光
り
崖
に
咲
く
三
つ
葉
つ
つ
じ
の
淡

き
紫 

  

紅
か
な
め
真
紅
に
光
る
生
垣
は
大
地
の
勢
い
今
こ
こ
に

あ
り 

  

古
希
越
せ
ば
齢
に
不
足
は
無
し
と
ふ
を
聞
い
て
育
ち
て

米
寿
を
迎
ふ
る 

  

よ
う
や
く
に
頬
う
つ
風
も
暖
か
し
杖
ひ
く
道
に
タ
ン
ポ

ポ
の
花 

  

話
好
き
聞
き
上
手
に
も
な
れ
ぬ
か
と
一
人
居
の
友
耳
遠

く
な
る 

  

風
邪
で
伏
す
わ
が
ま
く
ら
べ
に
不
器
用
な
夫
運
び
く
る

粥
と
う
め
ぼ
し 

 

一
杯
の
抹
茶
の
風
味
賜
り
て
桜
祭
り
を
友
と
寛
ぐ 

  

ザ
ワ
ザ
ワ
は
顔
見
る
だ
け
で
癒
さ
れ
し
名
医
旅
立
つ
緑

萌
え
る
日 

沼
田
市
堀
廻
町
　
　
　
今
　
井
　
栄
　
一 

   

沼
田
市
東
倉
内
町
　
　
青
　
柳
　
満
里
子 

   

沼
田
市
上
沼
須
町
　
　
大
　
竹
　
春
　
江 

   

沼
田
市
戸
鹿
野
町
　
　
吉
　
江
　
与
　
一 

   

沼
田
市
利
根
町
柿
平
　
中
　
沢
　
幹
　
治 

   

み
な
か
み
町
湯
原
　
　
須
　
藤
　
と
も
子 

   

み
な
か
み
町
下
牧
　
　
木
　
村
　
美
　
里 

  

沼
田
市
久
屋
原
町
　
　
川
　
田
　
み
の
る 

  

沼
田
市
東
原
新
町
　
　
箕
　
輪
　
愛
　
子 

 生協の班会でも、転倒予防体操やストレッチを実習できます。「いつまでも健康でいられる身体づくり」のために、積極的にご活用下さい。 

 

　
昭
和
28
年
か
ら
長
い
間
、
酪

農
を
営
ん
で
い
た
高
橋
さ
ん
。
生

協
と
の
出
会
い
は
、
十
年
ほ
ど
前

に
大
病
を
患
い
、
入
院
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
し
た
。 

　
七
年
前
に
前
総
代
さ
ん
か
ら
役

を
引
き
継
ぎ
、
現
在
は
月
夜
野
西

支
部
の
副
支
部
長
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
班
長
さ
ん

と
協
力
し
て
、
増
資
ま
わ
り
に
も

と
り
く
み
ま
し
た
。
「
こ
の
地
域

に
な
く
て
は
困
る
病
院
と
い
う
こ

と
で
、
み
ん
な
が
快
く
協
力
し
て

く
れ
た
」
と
感
謝
し
、
「よ
り
一

層
か
か
り
や
す
い
病
院
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
新
病
院
建
設
に
期
待

し
て
い
ま
す
。 

　
趣
味
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
旅

行
、
古
文
書
の
解
読
と
い
う
高
橋

さ
ん
は
「
ホ
タ
ル
を
守
る
会
」
の

役
員
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

俳 

句 

短 

歌 

な
か
ま
の 

作
品 

せ
せ 

 

ら
ぎ 

「
地
域
に
な
く
て
は
困
る
病
院
」 

み
な
か
み
町
下
津
　
高
橋
国
治 

さ
ん 

せ
せ
せ
せ 

 

ら
ぎ
ら
ぎ 

せ
せ 

 

ら
ぎ 

白
き
帆
は
尾
瀬
の
風
受
け
水
芭
蕉 

 

歓
声
の
包
む
藤
房
尺
余
か
な 

 

初
孫
の
笑
顔
思
ひ
つ
田
植
え
か
な 

 

三
代
で
植
へ
し
た
な
田
も
今
終
る 

 

山
峡
の
木
々
に
ま
と
い
し
藤
の
花 

 

麦
秋
や
焼
穂
に
泣
き
し
昔
あ
り 

 

悠
久
の
歴
史
を
き
ざ
む
城
ざ
く
ら 

 

五
年
後
の
村
た
の
し
み
に
桜
植
ゆ 

 

薫
風
や
優
雅
に
歩
く
ミ
ス
沼
田 

 

父
母
よ
り
も
生
き
て
今
年
も
花
を
見
る 

沼
田
市
西
倉
内
町
　
　
戸
　
丸
　
泰
二
郎 

 

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
阿
　
部
　
北
　
隅 

 

み
な
か
み
町
師
　
　
　
増
　
田
　
耕
　
寿 

 

沼
田
市
今
井
町
　
　
　
今
　
井
　
ぬ
　
い 

 

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
木
　
村
　
竹
　
芳 

 

昭
和
村
貝
野
瀬
　
　
　
大
　
河
　
原
一
寿 

 

沼
田
市
西
原
新
町
　
　
坂
　
上
　
光
　
子 

 

み
な
か
み
町
藤
原
　
　
木
　
曽
　
武
　
子 

 

沼
田
市
栄
町
　
　
　
　
渡
　
辺
　
き
み
子 

 

昭
和
村
橡
久
保
　
　
　
新
　
木
　
た
け
じ 

医療相談室医療相談室 医療相談室医療相談室 医療相談室医療相談室 　
2
0
0
3
年
、
山
陽
新
幹
線
の
居
眠
り
事
故
が
起
こ

り
ま
し
た
。
 

　
そ
の
原
因
は
こ
の
「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
」
だ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
事
故
を
契
機
と
し
て
広
く
世
間
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
」
に
つ
い
て
お

話
し
て
い
き
ま
す
。
 

����
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����
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����
����
����
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����
����
居
眠
り
、い
び
き
に
ご
注
意 

―
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
― 

利根歯科診療所 
歯科医師 

村上心平  

甘鯛のかぶら蒸し 

□ 作り方 
①甘鯛の両面に塩をふる。 
②銀杏は水煮のものを使用する。 
③かぶをおろし金でおろし、水気を切る。 
④卵白に塩小さじ1を入れ、泡立て器で固く泡立て、酒を
加え混ぜる。 
⑤④に③を混ぜ、銀杏を混ぜる。 
⑥甘鯛に酒大さじ4をふり、蒸し器に入れ、強火で4～5分
蒸す。 
⑦⑤のかぶらを甘鯛に等分にのせ、強火で5分蒸す。 
⑧だし汁と調味料を煮立て、Aの水溶き片栗でとろみをつ
けて、甘鯛にかける。 
※甘鯛のかわりに、さわらを使っても美味しくいただけ
ます。 

甘鯛…4切（320g）　かぶ…4ヶ　卵白…1個 
銀杏…12ヶ　塩…小さじ1 
酒…大さじ4　みりん…小さじ2 
だし汁…カップ2　うま味調味料…少々 
A（片栗粉…大さじ11／2　水…大さじ3） 

□ 材料（４人分） 

今月の 
料理 

（栄養課　高橋　昇） 

柔らかな口あたりで、品のよい一品です。 

　
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
と
は
、

睡
眠
中
に
息
が
止
ま
っ
て
し
ま
う

と
い
う
睡
眠
障
害
の
一
つ
で
す
。 

　
細
か
く
言
う
と
10
秒
以
上
続

く
無
呼
吸
ま
た
は
低
呼
吸
が
、
一

回
の
睡
眠
（７
時
間
）で
30
回
以

上
、
も
し
く
は
１
時
間
あ
た
り
平

均
５
回
以
上
あ
り
、
深
い
眠
り
の

「
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
」
時
に
も
認
め

ら
れ
る
場
合
で
す
。
ま
た
、
無
呼

吸
の
回
数
に
よ
り
、
軽
症
、
中
等

症
、
重
症
に
分
類
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
症
候
群
は
「
閉
塞
型
」
と

「
中
枢
型
」、
「混
合
型
」
に
分
類

さ
れ
ま
す
。
「
閉
塞
型
」
は
上
気

道
が
閉
塞
し
て
呼
吸
が
で
き
な
く

な
る
も
の
で
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群
の
95
％
を
占
め
ま
す
。 

　
呼
吸
が
た
び
た
び
止
ま
る
の

で
、
体
内
の
酸
素
不
足
が
起
こ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
寝
苦
し
か
っ

た
り
息
苦
し
か
っ
た
り
し
て
睡
眠

不
足
に
な
り
、
日
中
い
つ
も
眠

い
、
運
転
中
や
重
要
な
会
議
な
ど

で
も
寝
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
持
続
的
な
酸
素
不
足
の

た
め
、
循
環
機
能
に
負
担
を
か
け

て
し
ま
い
、
様
々
な
臓
器
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
最
近
の
研
究
で
は
、
高
血
圧
や

心
筋
梗
塞
な
ど
と
も
深
く
関
わ
り

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
何
ら
か
の
症
状
を
伴
っ
て
い

る
閉
塞
型
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

の
患
者
数
は
、
あ
る
疫
学
的
調
査

で
は
、
地
域
住
民
の
約
２
％
、
全

国
換
算
で
は
２
０
０
万
人
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
と
て
も
疲
れ
て
い
た
り
、
お
酒

を
飲
ん
だ
後
の
「
グ
ー
グ
ー
」
と

い
う
規
則
的
な
い
び
き
は
、
あ
ま

り
問
題
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
気
を
付
け
た
方
が
良
い
の

は
、
無
呼
吸
を
伴
う
も
の
で
す
。

い
び
き
の
途
中
で
息
が
止
ま
り
、

し
ば
ら
く
し
て
「
ぐ
ば
ぁ
っ
」
っ

と
か
く
よ
う
な
い
び
き
が
頻
繁
に

あ
る
方
は
、
念
の
た
め
病
院
に
受

診
さ
れ
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

　「
中
枢
型
」
は
ま
れ
で
す
が
、

呼
吸
の
指
令
を
出
す
脳
の
障
害
に

よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
こ
の

場
合
は
、
心
疾
患
や
脳
疾
患
を
伴

っ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
、
気

を
付
け
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。 

睡
眠
時
無
呼
吸 

 

　
症
候
群（
S
A
S
） 

　
　
　
　 

と
は
？ 

高
血
圧
、 

心
筋
梗
塞
な
ど
と
も 

無
呼
吸
を
伴
う 

い
び
き
は
要
注
意 

あ
な
た
は
大
丈
夫
？ 

　
比
較
的
軽
度
の
い
び
き
の
場
合

は
、
家
庭
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工

夫
や
日
常
生
活
の
改
善
で
治
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
「
横
向

き
に
眠
る
」「
枕
を
低
く
す
る
」「
ア

ル
コ
ー
ル
を
控
え
る
」「
減
量
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
を
す
る
」な
ど
で
す
。 

　
こ
れ
ら
の
工
夫
で
も
改
善
し
な

い
場
合
や
無
呼
吸
を
併
発
し
て
い

る
場
合
に
は
、
よ
り
効
果
の
高
い

専
門
治
療
が
必
要
で
す
。
現
在
、

確
立
さ
れ
て
い
る
治
療
法
と
し
て

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
な
ど
が
あ

り
ま
す
。 

・
鼻
マ
ス
ク
治
療
（Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
（シ

ー
パ
ッ
プ
）） 

　
ゴ
ム
マ
ス
ク
を
鼻
に
装
着
し
、

加
圧
し
た
空
気
を
人
工
呼
吸
器
の

よ
う
に
鼻
か
ら
気
道
に
送
り
込
み

ま
す
。
中
等
度
か
ら
重
度
の
場
合

に
用
い
ら
れ
ま
す
。 

・
外
科
手
術 

　
気
道
内
の
扁
桃
の
極
端
な
肥
大
、

口
蓋
垂
（の
ど
ち
ん
こ
）が
極
端
に

長
い
な
ど
の
よ
う
な
病
的
症
状
が

あ
る
場
合
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

・
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス 

　
身
体
に
負
担
を
か
け
な
い
新
し

い
治
療
方
法
と
し
て
、
い
び
き
と

軽
度
、
中
等
度
の
無
呼
吸
症
候
群

に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
装
着
す

る
と
気
道
が
開
き
空
気
が
良
く
通

る
の
で
、
い
び
き
や
無
呼
吸

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

        

　
平
成
16
年
４
月
よ
り
、歯

科
で
も
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
の
製

作
が
保
険
適
応
と
な
り
ま
し

た
。
利
根
歯
科
診
療
所
で
も

製
作
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

に
は
担
当
医
師
に
よ
る
紹
介

状
、
検
査
情
報
が
必
要
で

す
。
（こ
の
検
査
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
群
馬
県
で
は
前
橋

赤
十
字
病
院
な
ど
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。）こ
れ
ら
の
治

療
方
法
に
つ
い
て
は
、
医
師

の
診
断
を
受
け
て
下
さ
い
。 

　
昼
間
の
眠
気
に
は
、
左
記
の
評

価
が
よ
く
用
い
ら
れ
ま
す
。
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
心
配
な
方
は
内
科
、
耳
鼻
科
の

医
師
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。 

閉
塞
性
睡
眠
時 

　
無
呼
吸
症
候
群 

　
　
　
　（
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｓ
） 

あなたの合計点数はいくつでしょうか？ 

合計点数は10点以下が正常と分類されます。軽症のOSASでは11点、中等症で13点、重症で16点が目安です。 

眠くなる状況 
眠気の４段階による点数 

決して 
眠くならない 

まれに 
眠くなる 

眠くなること 
が多い 左右の中間 

1．座って読書をしているとき 

2．テレビをみているとき 

3．公の場所で座って何もしないとき（劇場や会議など） 

4．一時間続けて車に乗せてもらっているとき 

5．状況が許せば、午後横になって休息するとき 

6．座って誰かと話をしているとき 

7．昼食後（お酒を飲まずに）静かに座っているとき 

8．車中で、交通渋滞で2～3分停まっているとき 

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0

1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3

マウスピース 


